8患者説明画面

8.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	印刷
	BUTTON
	ボタン押下により、印刷ダイアログを表示させる。


8.2遷移
	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	ユーザの任意動作
	文書作成画面におけるリンク押下

	自己遷移
	-
	-

	遷移先
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


8.3機能

8.3.1患者説明表示機能

	No
	分類
	補足

	1
	固定文章
	正確な情報を正しく伝えることが何より迅速な診断を助けます。症状の変化を良く観察しましょう。いつから？どのような時に？どのように？どこが？どれだけ？持続時間や間隔は？などをよく観察しましょう。

	2
	判定文章

今回は出力しないものとする。

	判定結果がある場合に出力する。判定不能の場合には、参考結果によって判断する。

重症度判定=超重症の場合、

救急車などで速やかに病院に受診したほうがよいでしょう。慌てず、症状の変化をしっかりと観察しましょう。
重症度判定=重症の場合、

早めに病院に受診した方がよいでしょう。慌てず、症状の変化をしっかりと観察しましょう。

重症度判定=中等症の場合、

2～3時間様子を見てもよいでしょう。症状の変化をしっかりと観察し、気になる場合・ひどくなる場合は早めに受診しましょう。

特に変化がなくても、明日（診療時間内に）必ず医師に診察してもらいましょう。

重症度判定=軽症の場合、

慌てなくても大丈夫でしょう。症状の変化をしっかりと観察し、気になる場合・ひどくなる場合は早めに受診しましょう。

特に変化がなくても、明日（診療時間内に）必ず医師に診察してもらいましょう。

	3
	全身状態(外傷)文章
	問診の入力により、設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	4
	全身状態(意識)文章
	問診の入力により、設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	5
	全身状態(呼吸)文章
	問診の入力により、設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	6
	全身状態(活動)文章
	問診の入力により、設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	7
	全身状態(脱水)文章
	問診の入力により、設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	8
	発熱文章
	現体温が38.0度以上の場合に、以下固定文章を出力する。

熱の原因は細菌やウィルスによるもので、高熱が直接脳を侵すことはありませんので、慌てることはないでしょう。

ただし、熱の高低に関わらず全身状態が不良の場合は早めに受診しましょう。解熱剤は症状の緩和には有効ですが、原因に対する治療ではありません。首、脇、足の付け根を氷枕などで良く冷やしましょう。

	9
	症状1文章
	問診の入力により、選択した症状1つめの設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	10
	症状2文章
	問診の入力により、選択した症状2つめの設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	11
	症状3文章
	問診の入力により、選択した症状3つめの設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	12
	誤飲文章
	問診の入力により、誤飲入力に対応した設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	13
	外傷1文章
	問診の入力により、選択した外傷1つめの設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	14
	外傷2文章
	問診の入力により、選択した外傷1つめの設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。

	15
	外傷3文章
	問診の入力により、選択した外傷1つめの設定文章がある場合に出力する。文章はDBより求める。


8.3.2患者説明印刷機能

画面表示した内容を印刷するためのボタンを提供する。ボタンを押すと印刷ダイアログが開くものとする。基本レイアウトはA4サイズ1枚に収まるものを想定する。印刷イメージ画面は自己ウインドウ、新規ウインドウなどで表示せず直接印刷する。

印刷物のヘッダ、フッタについては、契約組織の情報を元に表示する。
サンプルを以下に示す。

以上







